
富岡市かぶら文化ホール
SUN 開場／13:30

開演／14:0020202.16
〈指揮〉角田鋼亮

Conductor: Kosuke TSUNODA

〈ソプラノ〉澤江衣里
Soprano: Eri SAWAE

〈アルト〉小泉詠子
Alto: Eiko KOIZUMI

〈テノール〉大島　博
Tenor: Hiroshi OSHIMA

〈バリトン〉深瀬　廉
Baritone: Ren FUKASE

入場料：
全席自由

※当日各500円増一般 3,000円（友の会 2,700円）

※未就学児の入場はご遠慮ください。
※前売券完売の場合は、当日券を販売いたしません。

主　催：富岡市・第43回県民芸術祭運営委員会・群馬県
公益財団法人群馬県教育文化事業団

後　援：群馬県教育委員会 問い合わせ：富岡市かぶら文化ホール TEL 0274-60-1230

指揮／角田鋼亮
ソプラノ／澤江衣里
ア ル ト／小泉詠子

テノール／大島　博
バ　　ス／深瀬　廉

合　唱：富岡･群響と第９をうたう会（合唱指導：大島　博）
管弦楽：群馬交響楽団

※窓口販売は、9:00から。
※電話受付は、販売初日に限り
  13:00からとさせていただきます。

富岡市(0274)
・生涯学習センター
・よろずや文具店
・フラワー＆ますや
・山田書店

62-1531
64-4628
63-1145
62-0175

・木田書店
・各地区公民館

62-6688
甘楽町(0274)
・甘楽町文化会館
下仁田町(0274)
・下仁田町公民館

74-7000

82-3535

南牧村(0274)
・南牧村役場
安中市(027)
・石井書店
・松井田文化会館

87-2011

381-0363
393-4400

１２月１４日（土）

プレイガイドチケット発売日

第43回県民芸術祭参加事業 県民音楽のひろば

ヘンデル／オラトリオ《メサイア》HWV56

Program

G. F. Handel / Messiah HWV56

G. F. HANDEL

MESSIAH
ヘンデル／オラトリオ《メサイア》

富岡市かぶら文化ホール
SUN 開場／14:00

開演／14:3020202.16
〈指揮〉角田鋼亮

Conductor: Kosuke TSUNODA

〈ソプラノ〉澤江衣里
Soprano: Eri SAWAE

〈アルト〉小泉詠子
Alto: Eiko KOIZUMI

〈テノール〉大島　博
Tenor: Hiroshi OSHIMA

〈バス〉深瀬　廉
Bass: Ren FUKASE

ⓒHikaru.Hoshi



角田鋼亮

Profile
《指揮》 Kosuke TSUNODA《Conductor》

　東京藝術大学大学院指揮科ならびにベルリン音楽大学国家演奏家資格課程修了。
　2008年、カラヤン生誕100周年記念の第4回ドイツ全音楽大学指揮コンクール第2位入賞。2010年、第3回マーラー指揮コ
ンクールにおいて最終の6人に残った。これまでに、ベルリン・コンツェルトハウス管弦楽団、ブランデンブルグ交響楽
団、上海歌劇院管弦楽団、札幌響、群馬響、東京都響、東京響、東京フィル、日本フィル、新日本フィル、東京シティ
フィルハーモニック管、名古屋フィル、京都市響、広島響、九州響と共演している。2016年、セントラル愛知交響楽団第
145回定期演奏会（シベリウス＆山田耕筰作品）が高く評価され、「第11回名古屋ペンクラブ音楽賞」を受賞。
　現在、セントラル愛知交響楽団常任指揮者、大阪フィルハーモニー交響楽団および仙台フィルハーモニー管弦楽団にお
いても指揮者を務めている。いま日本で最も期待される若手指揮者の一人として活躍の場を拡げている。
http://kosuketsunoda.com

澤江衣里 《ソプラノ》 Eri SAWAE《Soprano》

　国立音楽大学声楽科卒業。東京藝術大学大学院修士課程及び博士課程修了。英国歌曲研究により博士号取得。声楽を佐
藤峰子、永井和子の両氏に師事。日本学術振興会より奨学金を得て、ロンドンに短期留学。
　2006年よりバッハ・コレギウム・ジャパンのソリストおよび声楽メンバーとして活躍。紀尾井シンフォニエッタ東京創
立20周年記念特別演奏会で《ロ短調ミサ曲》（トレヴァー・ピノック指揮）、第29回丹沢音楽祭で《ドイツ・レクイエ
ム》（山田和樹指揮）、その他《カルミナ・ブラーナ》や《メサイア》など多数の作品でソプラノソロを務める。
　しなやかで温かみのある歌声を生かした歌唱で様々なレパートリーを持つ。ＮＨＫテレビ番組『名曲アルバム』での
バッハのアリアの演奏や、NHK-FM『リサイタル・ノヴァ』等に出演し、好評を得た。
　第79回日本音楽コンクール声楽部門第二位入賞。第11回東京音楽コンクール二位入賞（最高位）。東京藝術大学附属音
楽高等学校非常勤講師。

小泉詠子 《メゾソプラノ》 Eiko KOIZUMI《Mezzo soprano》

　東京藝術大学大学院博士課程修了、博士号取得。二期会オペラ研修所修了。文化庁在外研修員として渡伊。
　オペラでは、二期会『ファウストの劫罰』マルグリート、同『リゴレット』（A.バッティストーニ指揮）、同『ナクソ
ス島のアリアドネ』、新国立劇場『イェヌーファ』、日生劇場『ルサルカ』、同及びサイトウ・キネン・フェスティバル
松本『ヘンゼルとグレーテル』ヘンゼル、小澤征爾音楽塾特別演奏会『蝶々夫人』スズキ等多くのオペラに出演。近年で
は、二期会『ノルマ』アダルジーザ、新国立劇場『魔笛』侍女Ⅱ等に出演しいずれも好評を博す。
　また、ブルックナー「ミサ曲へ短調」（M.シュナイト指揮）、「テ・デウム」や、プラハ国立歌劇場管弦楽団やコソボ
交響楽団とのモーツァルト「レクイエム」、ヤング・ユーロ・クラシック音楽祭（ベルリン）「第九」等コンサートソリ
ストとしても活躍している。2019年10月- 2020年1月、神奈川、愛知、札幌グランドオペラ共同制作『カルメン』出演予定。
　二期会会員。

大島　博 《テノール》 Hiroshi OSHIMA《Tenor》

　熊本県生まれ。中央大学法学部卒業後、東京藝術大学音楽学部声楽科に入学。渡辺高之助、高　丈二、原田茂生、中山
悌一の各氏に師事。1986年、同大学院在学中にミュンヘン音大に留学、エルンスト・ヘフリガーに学ぶ。1990-91年D.
フィッシャー＝ディースカウに師事。1995年東京藝術大学大学院博士課程を修了。
　宗教曲の分野で、初期バロックから現代作品まで幅広いレパートリーを持ち、とりわけバッハの演奏者として定評があ
る。また、ドイツ･リート及び日本歌曲の演奏にも積極的に取り組んでおり、自主企画によるリサイタルに加えて各地で
の客演も数多い。1996年からは〈ドイツ･リートのたのしみ〉と題した、ドイツ歌曲を知るためのレクチャーを継続中。
近年は、さらに合唱指揮者、発声指導者としても幅広く活動している。また楽譜の校訂・編集にも携わっており、近刊に
シューベルト《冬の旅》（全音楽譜出版社）がある。
　立教大学大学院キリスト教学研究科及び国立音楽大学非常勤講師。

深瀬　廉 《バリトン》 Ren FUKASE《Baritone》

　山形県出身。東京藝術大学卒業、同大学院修士課程修了、ベルリン芸術大学大学院オペラ科修了。現在同大学院歌曲科
在籍中。第60回学生音楽コンクール第1位。学部卒業時に松田トシ賞など各賞受賞。第28回市川新人演奏家コンクール最
優秀賞受賞。第26回日本ドイツ歌曲コンクール第2位、第29回ラインスベルク国際声楽コンクール入賞。平成29年度文化
庁新進芸術家海外研修制度研修生、2016、2018年度ロームミュージックファンデーション奨学生。甲子園や在独日本大使
館にて国歌独唱を務める。
　国内外にてオペラでは『ドン・ジョヴァンニ』レポレッロ、『スペインの時』ラミーロなどを、またフォーレ『レクイ
エム』、ベートーヴェン『第九』などでソリストを務める。これまでベルリン交響楽団、ブランデンブルク国立管弦楽団
フランクフルトなどと共演。
　声楽を大島幾雄、藤野祐一、福島明也、吉原輝、Carola Höhnの各氏に師事。

群馬交響楽団 Gunma Symphony Orchestra

　1945年戦後の荒廃の中で文化を通した復興を目指して創立、1955年「群響」をモデルに制作された映画「ここに泉あり」が公開され、全
国的に注目を集めた。1947年から始めた移動音楽教室は、2018年度までに延べ638万人を超える児童・生徒が鑑賞した。2014年6月には定期
演奏会が500回に達し、2015年11月には創立70周年を迎えた。2019年4月小林研一郎がミュージック・アドバイザーに就任し、9月からは新
たに開館した高崎芸術劇場に活動拠点を移し更なる演奏活動の飛躍・向上を目指している。
　1966年「朝日・明るい社会賞」、1983年文部大臣「地域文化功労者」団体表彰、1989年 第11回山本有三記念「郷土文化賞」、1994年「日
本文化デザイン賞」、1995年「第4回日本生活文化大賞特別賞」、2001年 日本放送協会「関東甲信越 地域放送文化賞」受賞、2017年県民芸
術祭40周年記念表彰。

ⓒHikaru.Hoshi


